
安全先行型のものづくりを確立して
活躍の場を広げていこう

　 製品の輸出に必要なことは
　MTEPで受ける相談は、海外へ販路を拡大す
るためのCEマーキングや安全規制の対応方法
が大半です。中小企業の方々も、海外に輸出を
したいという希望はあると思いますが、そのた
めには、各地域で定められている安全規制に適
合させなければなりません。多くの地域では安
全規制が法制化されているので、その規制に合
わせてものづくりをする必要がありますが、具
体的にどうしたらいいかわからずに輸出を諦
めてしまう企業もあるのではないでしょうか。
MTEPには、そのような方々がたくさんお見え
になっている印象を受けます。

　 ものづくりは安全先行型の時代へ
　製品の安全規制は、日本でもしっかりと定
められています。一般向けの製品、産業機械
類、食品、農産物、列車の制御システム、車の排
気ガスなど、さまざまな分野でそれぞれの規
制があります。規制の多くは国際規格である
IECやISOに基づいた安全基準が採用されま
すが、日本では安全基準が制定されていても、
法制化がされていない分野もあるため、いざ
海外に製品を輸出しようという時に戸惑って
しまう企業も少なくありません。
　産業機械類の安全規制については、中国や
韓国も国際規格やヨーロッパの制度をうまく
取り入れて、同様の安全規制を実施しており、
機械安全に関する法制化という点では、日本
が遅れている状況です。周辺諸国でのものづ

くりに対する技術力は、日本と同じ水準まで
到達してきており、日本は確かに製品の品質
は優れていますが、品質だけでものが売れる
時代は終わりつつあります。これからますま
すグローバル化する国際社会において、安全
基準を意識して安全先行型の体制を確立して
いかないと、日本のものづくりは発展してい
かないのではないかと感じています。

　 企業が知りたい情報を提供
　安全基準に定められている内容は、設計手
順などを細かく指定するものではありませ
ん。その内容は、安全性を確保して製品づくり
をするためのヒントです。そのヒントを元に、
製品の仕様を決めていく必要があります。
　今は、インターネットを使えばさまざまな
情報を入手することができるようになりまし
たが、安全基準の要求事項を理解したとして
も、具体的に自社製品へどのように展開して
いけばいいのかといった問題に直面すること
があると思います。
　MTEPでは、さまざまな分野の専門相談員
が、それぞれの企業の実情に合わせて個別に
アドバイスをしています。企業の皆さまが本
当に知りたい情報を手に入れることができる
という点でとても貴重な場ですので、ぜひご
活用ください。さらに、海外の安全規制および
安全基準について無料のセミナーも開催して
いますので、一から知りたいという方はそち
らの参加もお勧めします。

吉川 保 専門相談員
よし　 かわ       たもつ

プロフィール
欧米、アジア圏での製品安全、機械安全
のコンサルタント業務に25年間従事。
平成15年、有限会社フェイスを設立。
機械安全を中心としたコンサルタント
業務を実施。明治大学大学院 理工学研
究科 新領域創造専攻 安全学系、向殿研
究室を卒業。現在、長岡技術科学大学大
学院 システム安全専攻の非常勤講師。

金曜日担当
専門：機械安全

中小企業の海外展開を強力にバックアップする「広域首都圏輸出製品技術支援 センター（MTEP）」。
ここでは、MTEPの専門相談員がよくある質問やサポート内容、海外展開のコツをご紹介します。

    輸出製品技術支援センター＜本部＞ TEL 03-5530-2126お問い合わせ

世界に勝つものづくりのコツ
MTEP 専門相談員紹介

第8回

  ……………………………………………………………………………………
　安全基準には、「こういう風にものをつくらないといけない」という条件が設定されていますが、あくま
でも製品設計としてのヒントを示しているだけです。安全基準を理解することは製品設計において重要
ですが、その上で安全基準としてのヒントを元に独自のアイデアや応用力をもって自社製品に展開して
いくことこそが企業にとってのノウハウであり、非常に大事になります。安全基準に対応してものづくり
をすると、コストが高くなったり、使い勝手が悪くなるというイメージを持つ方もいると思いますが、そ
の部分もアイデア次第で折り合いをつけていくところに設計者の自負が生まれてくると思います。
MTEPでは、そのようなアイデアの相談にも乗ることができますし、場合によっては現場に出向く
実地技術支援で実際に製品を前にして、より具体的な改善策も提案できます。MTEPをうまく活
用しながら、企業の方針として安全基準を継続的にマネージメントできる体制をつ
くっていただけたらと思います。

【中小企業の皆さまへ】
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実地技術支援A※を最大20日間まで
通常11,500円／日のうち10,000円を助成
http://www.chiyoda-days.jp/business/management.html

実地技術支援A※を最大8日間まで
通常11,500円／日のうち11,200円を助成
http://www.minato-ala.net/guide/shien_c/sangyougijyutu.html

依頼試験料金、オーダーメード試験料金、実地技術支援A※費用、機器利用料金、オーダーメード
開発支援料金および製品開発支援ラボ使用料金の2/3を補助（最大15万円まで）
http://www.city.koto.lg.jp/seikatsu/sangyo/7613/66612.html

実地技術支援A※費用、依頼試験料金、機器利用料金、オーダーメード開発支援料金および
製品開発支援ラボ使用料金の2/3を補助（最大10万円まで）
http://www.mics.city.shinagawa.tokyo.jp/jyosei/iri.php

実地技術支援A※費用を最大3日間まで
通常11,500円／日のうち2/3を補助（100円未満切捨て）
http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/101/116/299/d00134436.html

依頼試験料金の1/2を補助（最大10万円まで）
委託研究の助成対象経費の2/3を補助（上限200万円まで）
http://www.city.kita.tokyo.jp/docs/service/788/078874.htm（依頼試験補助金）
http://www.city.kita.tokyo.jp/docs/service/788/078876.htm（産学連携研究補助金）

機器利用料金、依頼試験料金の1/2を補助（最大5万円まで）
http://www.city.arakawa.tokyo.jp/jigyosha/shien/sangyogijutsu.html

依頼試験料金、機器利用料金の1/2を補助（最大5万円まで）
委託研究の補助対象経費の1/2を補助（上限100万円まで）
http://www.city.adachi.tokyo.jp/sangyo/gijutusien.html（技術支援補助金）｠｠
http://www.city.adachi.tokyo.jp/sangyo/kenkyukaihatu.html（研究開発補助金）

依頼試験料金、機器利用料金の1/2を補助（最大10万円まで）
https://www.city.katsushika.lg.jp/36/164/9286/020439.html

共同研究費用、委託研究費用の2/3を補助（最大100万円まで）
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/san_jigyosya/sangyo_jigyosya/jyosei/sangakukourenkei.html
実地技術支援A※費用の1/2を補助（最大10万円まで）
http://www.city.edogawa.tokyo.jp/san_jigyosya/sangyo_jigyosya/jyosei/monodukurigijyutukeisyousien.html

依頼試験料金、機器利用料金、共同研究費用、委託研究費用、実地技術支援A※費用の1/2を補助
（最大100万円まで）
http://www.city.hachioji.tokyo.jp/sangyo/18557/043191.html

多摩テクノプラザでの機器利用料金、依頼試験料金の1/3を補助（最大2万円まで）
http://www.city.akishima.lg.jp/0300sangyo/310syoko/02000400sangyo01.htm

依頼試験料金、機器利用料金、オーダーメード試験料金、オーダーメード開発支援料金、実地技術
支援Ａ※費用の2/3を助成（上限 20 万円まで）
http://tokyo-koudanren.or.jp/?page_id=3141

　都産技研と連携する都内の区市等の支援機関では、対象となる中小企業の皆さまに依頼試験、実地技術支援等、
技術支援の助成をしています。技術支援や研究開発型の助成をうまく活用することで、自社の経営環境を大きく
改善し、研究開発や製品化のスピードアップを図ることができます。詳しくは各機関へお電話いただくか、ホー
ムページをご覧ください。

助成内容連携機関

交流連携室＜本部＞ TEL 03-5530-2307お問い合わせ

都産技研利用助成金のご案内
～都産技研の利用経費を区市等が補助します～

　飾区
工業振興係

TEL 03-3838-5587

※エンジニアリングアドバイザーによる技術支援
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依頼試験料金、機器利用料金、オーダーメード試験料金、オーダーメード開発支援料金、実地技術
支援Ａ※費用の2/3を助成（上限 20 万円まで）
http://tokyo-koudanren.or.jp/?page_id=3141

　都産技研と連携する都内の区市等の支援機関では、対象となる中小企業の皆さまに依頼試験、実地技術支援等、
技術支援の助成をしています。技術支援や研究開発型の助成をうまく活用することで、自社の経営環境を大きく
改善し、研究開発や製品化のスピードアップを図ることができます。詳しくは各機関へお電話いただくか、ホー
ムページをご覧ください。

助成内容連携機関

交流連携室＜本部＞ TEL 03-5530-2307お問い合わせ

都産技研利用助成金のご案内
～都産技研の利用経費を区市等が補助します～

　飾区
工業振興係

TEL 03-3838-5587

※エンジニアリングアドバイザーによる技術支援


